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人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律(AI法)

資料：第１４回 イノベーション政策強化推進のための有識者会議「ＡＩ戦略」（ＡＩ戦略実行会議）

目的

基本理念

AI戦略本部

AI基本計画

基本的施策 責務

付則

• 国民生活の向上、国民経済の発展

• 研究開発・活用の推進のため
に政府が実施すべき施策の基
本的な方針等

• 研究開発の推進、施設等の整備・共用の促進 
人材確保、教育振興

• 国際的な規範策定への参画

• 適正性のための国際規範に即した指針の整備

• 情報収集、権利利益を侵害する事案の分析・
対策検討、調査

• 事業者等への指導・助言・情報提供 • 見直し規定

• 国、地方公共団体、研究開
発機関、事業者、国民の責務、
関係者間の連携強化

• 事業者は国等の施策に協力し
なければならない

• 経済社会及び安全保障上重要 研究開発力の保持、国際競争力の向上 

• 基礎研究から活用まで総合的・計画的に推進 

• 適正な研究開発・活用のため透明性の確保等 国際協力において主導的役割

• 関係行政機関等に対して必要
な協力を求める

AI法 公布（発行）：2025年6月4日
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AI基本計画（世界で最もＡＩを開発・活用しやすい国に向けて）

資料：第１回 人工知能戦略本部資料より抜粋人工知能基本計画（AI基本計画）発行: 2025年12月23日
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政府方針資料

信頼できるAI

AIロボティクス

フィジカルAI バーティカルAI

事業実証WG

社会がAIを安全か
つ安心して利活用

実用に近い応用例

医療
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UK AISIのようにAIを自ら評価する能力をもつ体制となるべく、
現在、AISIの体制、機能の強化に取り組んでいる
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⬧ 人工知能戦略本部 総理ご指示（2025年12月19日）抜粋

・・・

第二に、ＡＩセーフティ・インスティテュートの抜本的強化です。ＡＩの安全性
に対する不安が高まる中、英国並みの２００人体制を目指して、小野田大
臣と赤澤経済産業大臣は、全省庁、産学から人材を集結させ、ＡＩセキュリ
ティに万全を期してください。

・・・

2026年度以降のAISI活動に向けて
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「官民共創」の安全ベンチマークで「自己評価をできる能力」を持ち、
必要に応じて規制するためのソフト・ハードロー作成の技術支援を行う
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世界のAI安全保障戦略と日本の方針

英国・米国モデル
政府が直接評価能力を内製化し
技術的優位を確保

EU モデル
AI法と市場のルール構成

シンガポール・カナダ・韓国モデル
オープンソースと研究コミュニティの力
で社会実装を主導

日本モデル

官民エコシステムで作成したベンチマークを用いて、政府が評価能力を持って政策を実施
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今までAISIが行ってきたAIセーフティ評価業務
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NIST RMFとのCrossWalk
米国NISTのAI Risk Management 

Framework(RMF)と日本のAI事業者ガイドライン
(Guidelines for Business; GfB)の相互関係を確認

CrossWalk1：日米双方の文書(本編)の用語定義の比較
(2024年2月-4月)

Output：「信頼できるAI」の７要素の用語定義を比較、類似性を整理
課題：用語定義は類似しているが、文脈での使われ方を確認する必要あり

CrossWalk2：日米双方の文書(本編＋別添)のトピックスにつ
いて、文脈ごとの考え方の違いと対応関係を整理  (2024年5-8月)

Output：強調ポイントで若干の相違はあるが、主要な用語の使われ方に大きな差異はないこと
 を確認

コンセプトの相互参照まで行うことで、AI リスクマネジメント
に関する日米の相互運用性を確認（NISTのサイトで公表）

AI RMF
AI事業者ガイドライン

（GfB）

トラストワージネスへの配慮を設計、
開発、製造、運用に組み込む能力
を向上させるために作成された

AI事業主体がAIリスクを十分に認識する
ことで、ライフサイクルにおけるイノベーション
とリスク低減を促進するフレームワーク

CrossWalkを礎に、海外文献等に
関する調査を踏まえ、AI セーフティに
関する「評価観点ガイドを策定」する
アプローチをとっている

AI システムが AI セーフティの観点で適切
であるかどうか見定めること

※AI セーフティの観点とは、「人間中心」、「安全性」、「公平性」、「プライバ

シー保護」、「セキュリティ確保」及び「透明性」を重要要素とした見方である。

AISI評価観点ガイドよりAISI評価観点ガイドより

評価観点ガイドに基づく評価ツール AIセーフティ評価環境
（OSSツール）

LLMシステムを中心とした評価

事業実証WGでも活用

https://aisi.go.jp/effort/effort_information/240430/
https://aisi.go.jp/effort/effort_information/240918_1/
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今後は自らAI安全性の指標を作り、かつ評価する能力を持つことで、
信頼できるAIの開発・利活用へつなげる
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2026年度以降のAISIの取組

信頼できるAIの開発による
利活用の促進

評価観点ガイドの
策定及び評価ツー
ルの公開

安全性を高める為
の評価環境を整
備・評価

・LLM以外にも拡充
・ベンチマークの整備への着手

・評価環境の基盤構築
・適合性評価制度の具体化

評価指標を作る 評価する

評価環境

AIエージェント

PhysicalAI

LLMシステム

評価観点ガイド

AIエージェントLLMシステム
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AIやロボットが社会や人間と関わる際に生じるリスクを適切に管理
「リスク軽減」と「評価」のサイクルを繰り返すことで、
社会受容される信頼できるAIシステムを構築
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信頼できるAIに向けて

・・・
ユースケース 1 AI 人

社会

評価

信頼できるAI Agent/ 
Physical AI

評価観点

・・・
リスク

ロボ

シミュレーション、実証

Agent

・・・

リスク軽減策

ユースケース 2
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信頼できるAIエージェントに向けて（取組イメージ）

AIエージェントの判断や行動が合理的に信頼できるか見定める
評価環境の構築

評価ツール
評価結果

ツール呼び出し誘導で、AIエージェントに意図しないツールを実
行させる

評価シナリオ

C社の自動計画AIエージェントは、外部レポートを読み込みなが
ら生産計画の立案、出荷の実行など、生産に関わる一連の作業を自
動実行していた。だがある日、レポート処理への間接プロンプトイ
ンジェクションを受け、AIが誤って未承認の出荷命令を自動実行

AI Incident Response Approach Book

・目的達成度だけでなく過程でリスクが生じないか
・リスクが発生した場合どのように対応するか

AI

人

社会

評価 評価観点

リスク

Agent

リスク軽減策

誤った出荷命令が発行されたときに・・・

評価観点

https://aisi.go.jp/assets/pdf/ai-irs_v1.0_ja.pdf
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信頼できるPhysical AIに向けて（取組イメージ）

AIによりリスクを予測検出し学習、ヒューマンマシンチーミングにおける安全性を
予防的に確保するPhysical AI評価環境を構築

生成AI等で3D実世界シチュエーションを多数作成 ・評価シナリオ例

車いすを押しているフロア
案内の介護ロボが、行先
を指示すると連れて行っ
てくれる。
そのロボが、エスカレータが
近くにある状況で、エスカ
レータを使わないルートを
とれるか。
同じロボが、子供の時は
手をとってエスカレータに
連れていく。

AI

Robot

Response

リスク評価

行動計画・方策

ワールドモデル

• エスカレータは歩ける人は使えるが、車いす
は使えない

• エレベータは車いすでも使える
• 車いす利用者は段差やエスカレータが危険

望ましくない状態を表すデータセット

リスクシナリオ
は回避する
よう学習

このルートは危険なので
経路を変更しました

実世界マップ

評価 評価観点

Image/Audio 
provider

Sense

実世界でのシチュエーションを複数準備し、
人・ロボ・環境の中で適切な動作ができるか評価

予防的リスク軽減策
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• AIの社会的信頼の確保には、AIセーフティの
体系化と分野特化型の枠組みの整備が不可
欠です。次年度も積極的な活動、よろしくお
願いします。

• AIは技術進化が早く、AIエージェントや
Physical AIを視野に入れることをご検討くだ
さい。

• AISIは各SWGの目的・ゴール実現のために
支援をしていきます。
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⬧ 「信頼できるAI」の利活用を支えるAIセーフティ評価の枠組み構築に向け、
官民一体となって進んでいきましょう

皆さまへのメッセージ

SWGメンバーの皆さまへ 関係府省庁の皆さまへ

• 人工知能基本計画に示された「社会課題解
決に向けたAI利活用の推進」に向け、AIセー
フティを通じたイノベーション創出の場として、適
切な分野のSWG設置をご検討ください。
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